
スタイリストから漁師へ、上五島を拠点に漁業
い か り ゆ う い ち ろ う

上五島町漁業協同組合 碇 裕一郎さん ４１歳

碇
さ
ん
は
、
八
代
海
を
臨
む
熊
本
県
天
草

市
姫
戸
町
出
身
で
、
上
五
島
町
漁
協
所
属
の
組

合
員
と
し
て
現
在
タ
イ
、
ア
マ
ダ
イ
延
縄
漁
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。

経
歴
は
、
熊
本
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
、
美

容
師
を
目
指
し
て
専
門
学
校
で
一
年
間
学
ん
だ

後
、
同
市
内
の
美
容
室
で
働
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
漁
師
に
な
っ
た
経
緯
は
、
幼
い
頃
か
ら
釣

が
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
と
美
容
師
時
代
、
薬
品

を
扱
っ
た
り
す
る
仕
事
で
身
体
を
こ
わ
し
た
こ

と
が
仕
事
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
漁
業

に
転
職
し
ま
し
た
。

元
々
祖
父
さ
ん
、
父
親
さ
ん
と
も
漁
業
に
従

事
さ
れ
て
い
た
筋
金
入
り
の
漁
師
で
あ
っ
た
と

い
う
環
境
で
育
ち
、
し
か
も
二
人
と
も
上
五
島

を
拠
点
と
し
て
五
島
周
辺
を
漁
場
と
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
新
上
五
島
町
へ
移
住
す
る
こ
と
を

決
意
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
父
親
さ
ん
の
船
に
乗
り
漁
業
の
技
術

を
み
っ
ち
り
学
び
、
今
で
は
自
分
で
新
船
を
建

造
し
、
大
時
化
以
外
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
漁
に
出

て
い
る
バ
リ
バ
リ
の
漁
師
で
す
。
や
は
り
漁
業

は
自
分
の
努
力
が
そ
の
ま
ま
結
果
に
現
れ
や
り

が
い
が
あ
る
職
業
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
漁
協
の
青
壮
年
部
に
入
っ
て
お
り
、

漁
の
合
間
を
縫
っ
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
に

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
は
奥
さ
ん
と
小
学

2
年
生
の
娘
さ
ん
三
人
で
家
族
団
ら
ん
を
楽
し

む
傍
ら
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
釣
三
昧
を
満
喫

し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

碇さんのある１日

奥様の声

毎日ではありませんが家族団欒の時間がもて充実しています。
何よりも海あり山ありの自然豊かな上五島で子育てできることは
幸せです。

延縄漁業に従事する

父親の船で修行し２８
歳のときに新船「真裕
丸」（5.8t）建造。日夜
延縄漁業に励む。

４１歳２４歳 上五島に移住

健康を害したことを契機
に美容師の仕事を見直し、
漁業を始めるために上五島
に移住

１８歳 高校卒業後美
容師を目指す

祖父、父親とも漁師で漁
家の家庭で育つが、高校卒
業後、美容師を目指し専門
学校に進学

経歴

漁業暦１８年

漁業以外の生活の様子

碇さんは、マダイ・アマダイなどのはえ縄に従事されています。

漁業就業を目指す方へ
魚の習性に合わせ朝早くから作業が始まりますが、水揚げがあり

高値で売れたときなどは結果がすぐ返ってくるので仕事のやりが
いを感じています。漁労技術の習得には時間がかかり苦労します
が、そこを乗り越えれば、漁場の開拓や販売の仕方など自分の努
力次第で収入も増え魅力ある職業です。また家族との団欒の時間
もとれ充実しています。

○休日や時化の日は漁協青壮年部の行事に参加したり、
趣味と実益を兼ね釣りにいそしんでいます。

上五島

裕真丸（5.8t）この船で操業し
ます

縄を揚げながら魚を
魚槽や活魚槽に収容
していきます。

22:00  就寝

18:00頃帰宅、
家族団欒の時間

地図

碇さんの本音チャート

魚を海面生簀に活かし
たり、明日の準備をし
ます

碇 裕一郎 さん

延縄に使用する鉢

航行
4:00 出港

5:00頃 漁場到
着

縄はえ
作業

16:00頃 作業終了

航行

船
上
作
業

日の出より縄揚げ

自
由
時
間

17:00頃 帰港

陸作業

長さ3,000m、320本

の針が付いている鉢
を7鉢分準備します。

漁場や天候によって本
土の港に魚を水揚し、
そこで泊まってそのま
ま出漁することもありま
す。


